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　自主財源とは、村税・分担金

及び負担金・使用料及び手数料

など、自治体が自らの意志に基

づいて徴収できる財源です。

自主財源とは

　依存財源とは、地方交

付税・国県支出金など、

国や県から交付を受けた

収入をいいます。

依存財源とは

（単位：千円）

■国民健康保険　歳入　465,406

　　　　　　　　歳出　454,933

■簡易水道　　　歳入　　55,987

　　　　　　　　歳出　　54,408

■国民健康保険病院

　　　　　　　　歳入　504,740

　　　　　　　　歳出　490,282

■電　　気　　　歳入　　37,656

　　　　　　　　歳出　　36,190

■介護保険　　　歳入　346,771

　　　　　　　　歳出　344,122

■後期高齢　　　歳入　　77,804

　　　　　　　　歳出　　77,647

※（　　％）は構成比

我が家の家計簿
（椎葉村の財政状況）

平成23年度の決算を報告します

【特別会計】

※（　　％）は構成比

【一般会計】
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※こちらの円グラフは、ケーブルネットワーク特別会計の
経費も含まれています。



【総務費】
携帯電話鉄塔整備事業（不土野・大河内地区） 78,034
庁 舎 改 築 事 業 864,562
村 営 バ ス 運 行 関 連 業 務 委 託 48,874
墓 地 建 設 事 業 9,682
地籍調査事業（木浦・胡摩山、内ノ八重） 73,269
平 家 ま つ り 24,500

【民生費】
児 童 館・ へ き 地 保 育 所 運 営 費 64,514
児童手当・子育て応援特別手当 43,572
高齢者および障害者住宅改造助成事業 3,310
介 護 予 防 事 業 8,105
す こ や か 祝 い 金 事 業 7,000
こ ど も 医 療 費 助 成 7,547

【衛生費】
健 康 診 査 事 業（ ガ ン 検 診 等 ） 14,939
予 防 接 種 事 業 11,864
し 尿 処 理 業 務 委 託 46,067
合 併 処 理 浄 化 槽 設 置 事 業 1,660

【労働費】
ふるさと雇用再生特別基金事業 22,476
緊 急 雇 用 対 策 事 業 8,163

【農林水産業費】
林 道 開 設 改 良 事 業 87,676
中山間地域等直接支払制度交付金事業 28,665
畜 産 関 連 事 業（ 各 助 成 事 業 ） 30,260
公 有 林 整 備 事 業 30,900
椎 茸 生 産 関 連 事 業 38,265
森林整備地域活動支援交付金事業 58,322

【土木費】
地域住宅交付金事業（公営住宅整備） 75,120
村 道 維 持 事 業 81,748
村 道 改 良 舗 装 事 業 214,161
急 傾 斜 地 崩 壊 対 策 事 業 95,100

【消防費】
小 型 ポ ン プ 購 入 事 業 3,057
消 防 機 庫 建 設 補 助 2,836
衛 星 携 帯 電 話 整 備 事 業 18,691

【商工費】
観光協会委託業務（イベント・指定管理） 15,573
観 光 施 設 維 持 管 理 事 業 9,147
村 内 イ ベ ン ト 等 補 助 2,904

【教育費】
高 校 生 活 支 援 補 助 金 12,130
奨 学 金 貸 付 事 業 39,220
十根川伝建保存地区修理事業補助 25,434
村 運 動 公 園 施 設 整 備 132,825
尾向小学校グラウンド整備事業 29,005
大河内小学校グラウンド整備事業 12,743
椎 葉 中 学 校 プ ー ル 整 備 事 業 85,068

平成23年度　一般会計の主な事業　（単位：千円）

　平成 23 年度一般会計の決算額は、
歳入総額 62 億 2,019 万 6 千円（前年度
比 14.8%減）に対し、歳出 58 億 6,351
万 1 千円（5.7％減）となり、差引 3 億
5,668 万 5 千円で翌年度繰越財源は
7,051 万 6 千 円、 実 質 2 億 8,616 万 9
千円の黒字となりました。
　また、自治体の財政状況を示す数値、
経常収支比率は 83.0%（9.5%増）、実質
公債費比率は 12.7%（1.6％減）となりま
した。
　今後は税収の減、国・県補助金の削
減、台風災害により自主財源・依存財
源共に減少が予想され、財政事情はき
わめて厳しい状況にあります。 
　諸政策を総合的かつ計画的に推進し
ながら引き続き経費削減に努め、財政
構造の弾力化、さらには効力的財政運
営の構築を目指していきます。

■財政力指数　0.18（町村単純平均 0.31）※暫定値
　市町村の財政力を示す指数。１に近いほど普通交付税算定上
の保留財源が大きく、財源に余裕があります。
■経常収支比率　83.0%（町村単純平均 83.5%）※暫定値
　財政構造の弾力性を測定する指標。この比率が低いほど新た
な行政需要に弾力的に対応し、経済変動にも的確に対処するこ
とが容易になります。
■実質公債費比率　12.7%（町村平均 11.3%）
　自治体収入に対する借金返済額の比率。従来の起債制限化比
率には反映されなかった一般会計から特別会計への繰り出し金
も含まれ、自治体の財政実態をより正確に把握できます。18％
以上になると、新たに地方債を発行して借金をする際、財政運
営計画を立てて国や都道府県の許可が必要となります。25％以
上だと、単独事業の地方債が一部認められなくなり、起債制限
団体となります。
■積立金現在高　31 億 9,516 万 3 千円
　特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てたもの。また
は定額の資金を運用するために設けられているもののことです。

決算の概要財政状況と用語の説明

（繰越含）
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平成23年度決算における
健全化判断比率等の公表

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）」
が平成２１年４月から全部施行されました。

　この法律は、地方公共団体※１健全化判断比率および公営企業ごとの資金不足比率の公表制度

を設け、監査委員の審査に付したうえで、議会に報告し、住民の皆さまに公表する制度です。

　※１　実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率および将来負担比率の総称

　これにより、当該比率に応じて、地方公共団体が財政の早期健全化および財政の再生、ならび

に公営企業の経営の健全化を図り、その比率が基準以上の場合には財政健全化計画（資金不足比

率が経営健全化基準以上の場合には経営健全化計画）をそれぞれ定める必要があります。

　よって、監査委員の審査ならびに議会への報告が終了したので公表いたします。

  １  健全化判断比率
（単位：％）

健全化判断比率 平成２２年度 平成２３年度 早期健全化基準

①実質赤字比率 （注）　−　　　 − 　１５.０

②連結実質赤字比率 （注）　−　　　 − 　２０.０

③実質公債費比率 １４.３ １２.７ 　２５.０

④将来負担比率 １８.９ 　４.６ ３５０.０

（注）実質赤字比率および連結実質赤字比率が算定されない（黒字であるため）、「−」を記載

  ①実質赤字比率とは？

※２一般会計等を対象とした実質赤字額の※３標準財政規模に対する比率

※２　椎葉村の場合は一般会計とケーブルネットワーク事業特別会計を指します。
※３　地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示し、標準税

収入額等に普通交付税および臨時財政対策債発行可能額を加算した額をいいます。

  ②連結実質赤字比率とは？

※４全会計を対象とした実質赤字額（または資金不足額）の標準財政規模に対する比率

※４　椎葉村の場合、※２のほか国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療事業、介護サー
ビス事業、国民健康保険病院事業、簡易水道事業、電気事業があります
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  ③実質公債費比率とは？
　一般会計等が負担する地方債の元利償還金および※５準元利償還金の標準財政規模に対する比率（３
か年平均）

※５　一般会計等からの繰出金のうち公営企業債の償還に充てたもの、債務負担行為に基づく支出の
うち公債費に準ずるものなどの合計をいいます。

  ④将来負担比率とは？
　一般会計等が負担すべき実質的な負債（※６将来負担額）の標準財政規模に対する比率

※６　一般会計等に係る地方債現在高、債務負担行為に基づく支出予定額、公営企業債の償還に充て
るための一般会計等からの繰入見込額、退職手当支給予定額に係る一般会計等負担見込額など
の合計をいいます。

  ２　資金不足比率
（単位：％）

特別会計の名称 平成２２年度 平成２３年度 経営健全化基準

国民健康保険病院事業特別会計
（法適用）

− − ２０.０

簡易水道事業特別会計
（法非適用）

− − ２０.０

電気事業特別会計 − − ２０.０

（注）資金不足比率が算定されないため、「−」を記載。なお、「法適用」とは、地方公営企業法の
全部または一部を適用している事業をいい、「法非適用」とは、それ以外の事業をいいます。

  資金不足比率とは？
　公営企業ごとの※７資金不足額の※８事業の規模に対する比率

※７　それぞれの企業会計において不足している（または剰余している）資金の額を示し、具体的に
は貸借対照表における流動負債（未払金などの短期的な負債）の額から流動資産（現金預金や
未収金などの短期的な債権）の額を差し引いて求めます。
なお、法非適用の場合、貸借対照表がないため、歳出総額から歳入総額を差し引いて求めます。

※８　それぞれの企業会計において、通常の企業活動によって得られる収入の規模を示し、簡易水道
使用料や診療報酬、売電収入などの収入が該当します。

  おわりに
　椎葉村の平成２３年度決算における健全化判断比率および各公営企業の資金不足比率は、いずれ
も早期健全化基準または経営健全化基準を下回っています。
　また、いずれの比率も平成２２年度決算と比較し改善しました。
　これは、地方債の元利償還金が減少したこと（３年間で９千１００万円減少）や、基金への積み立
て（平成２３年度２億４千万円）を行ったことによるものです。
　今後とも自主財源の確保や事務事業の見直し等に的確に取り組み、財政の健全化に努めるととも
に、村債についても計画的に発行し、将来負担の抑制に努めてまいります。
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子どもは宝！ 地域つながる 椎葉村

　

平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
か
ら
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

改
正
内
容
は

○
こ
れ
ま
で
定
期
預
金
証
書
を
お
渡
し
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
す
こ

や
か
祝
金
交
付
書
」に
変
わ
り
ま
し
た
。

※
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
は
、改
正
前
の
と
お
り
定
期
預

金
証
書
で
の
換
金
と
な
り
ま
す
の
で
、紛

失
さ
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

す
こ
や
か
祝
金
制
度
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

乳
幼
児
を
連
れ
て
の
外
出

中
、
お
む
つ
替
え
の
時
に
気
軽

に
利
用
で
き
る
施
設
が
あ
れ
ば

い
い
な
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

す
こ
や
か
館
と
役
場
庁
舎
で

は
、
こ
の
た
び
、
安
心
し
て
自

由
に
利
用
で
き
る
ミ
ル
ク
用
の

お
湯
や
お
む
つ
替
え
の
ス
ペ
ー

ス
を
準
備
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み

や
ざ
き
子
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー

が
募
集
し
た「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

に
登
録
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

自
由
に
使
え
る
赤
ち
ゃ
ん
ス
ペ
ー
ス
を
準
備
し
ま
し
た

　
　

す
こ
や
か
館
、
役
場
庁
舎
を

　
　
　
　
　
　
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
に
登
録

す
こ
や
か
祝
金
贈
呈
式

　

９
月
に
す
こ
や
か
祝
金
の
贈
呈
を
う
け
た
赤
ち
ゃ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

▲栩川 仁
じん

 くん
真・沙緒里さん 第５子（鹿野遊）

▲那須 奏
そ

来
ら

 くん
弘寿・麻衣さん 第２子（下福良）

▲甲斐 すずみ ちゃん
雅規・智美さん 第３子（尾手納）

▲椎葉 未
み

知
ち

大
ひろ

くん
重貴・睦美さん 第３子（上椎葉中1）

▲尾前 和
かず

仁
ひと

 くん
義文・裕香さん 第１子（若宮住宅）

▲椎葉 匠
たくみ

 くん
勇介・夏妃さん 第２子（若宮住宅）

右
か
ら

那
須 

結ゆ
い

夏か 

ち
ゃ
ん

浩
史
・
佐
和
子
さ
ん 

第
４
子（
不
土
野
中
）

那
須 

敢か
ん

太た

く
ん

貴
文
・
尚
美
さ
ん 

第
４
子（
不
土
野
中
）

出
口 

碧あ
お

煌ば 

く
ん

将
史
・
翔
子
さ
ん 

第
１
子（
不
土
野
上
）

子育て応援標語

▲「赤ちゃんの駅」とは、
誰でも自由におむつ
替えができるスペー
スの愛称。
このスッテカー、フ
ラッグが目印です。

▲

す
こ
や
か
館

▲
役
場
庁
舎
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８
月
29
日
に
行
わ
れ
た
９
月
期
子
牛
郡

共
進
会
に
お
い
て
、
椎
葉
村
が
３
頭
の
雌

子
牛
で
優
等
賞
に
入
り
、
見
事
団
体
優
勝

し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

９
月
期
子
牛
郡
共
進
会
で

　
　
　

椎
葉
村
が
団
体
優
勝
！

優等２席  椎葉 誠二さん（不土野上）
　　　　  わかばやし28号（忠富士×福之国×安平）

優等５席  甲斐 俊光さん（雨木）
　　　　  さかえ14号（忠富士×福之国×福桜）

優等４席  尾前牧場（矢立）
　　　　  しいば１２１号（美穂国×福桜×福之国）

和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
宮
崎
県
代
表
最
終
選
考
会

　

８
月
27
日
、
小
林
市
で
５
年
に
１
度
開

催
さ
れ
る
「
和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
」
の
宮
崎
県
代
表
最
終
選

考
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

６
月
に
延
岡
市
で
行
わ
れ
た
東
臼
杵
郡

市
代
表
選
考
会
で
５
頭
が
選
ば
れ
て
お

り
、
そ
の
内
３
頭
が
椎
葉
村
で
し
た
。

　

惜
し
く
も
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
へ
の

出
場
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
椎
葉
村

の
和
牛
を
県
内
に
紹
介
す
る
絶
好
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
選
考
会
に
出
場
し
た
牛
は
次
の
と

お
り
で
す
。

廣末 克彦さん（不土野上）
こいあさみ号（福之国×忠富士×安平）

第
３
区  

若
雌
の
２

椎葉 誠二さん（不土野上）
かずよ２号（福桜×福之国×安平）

椎葉 文吉さん（合戦原）
みなずき号（福之国×福茂×安平）

第
５
区  

繁
殖
雌
牛
群
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障
害
者
へ
の
虐
待
は
、
絶
対
に
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
虐
待
は
、
特
定

の
人
や
特
定
の
家
庭
や
場
所
で
起
こ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
の
家
庭
で
も

起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　

本
人
が
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
虐
待
し
て
い

る
、
ま
た
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
人
も
虐

待
を
受
け
て
い
る
と
い
う
認
識
が
な
い
た

め
に
被
害
を
訴
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
す
。
虐
待
を
も
っ
と
身
近
な
問
題
と

し
て
と
ら
え
、
個
人
と
し
て
、
ま
た
社
会

と
し
て
予
防
や
早
め
の
対
応
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
に
は
、
虐
待
に
気

づ
い
た
人
の
通
報
義
務
も
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」
は
、
虐
待
を

許
し
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。
み
ん

な
で
協
力
し
て
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
は
、虐
待
に
よ
っ
て

障
害
者
の
権
利
や
尊
厳
が
お
び
や
か
さ
れ
る

障
害
者
虐
待
防
止
法
と
は
？

『
障
害
者
の
尊
厳
を
守
る
法
律
』

こ
と
を
防
ぐ
法
律
で
す
。障
害
者
の
安
定
し

た
生
活
や
社
会
参
加
を
助
け
る
た
め
に
、み

ん
な
で
虐
待
の
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
よ
う
な
障
害
の
あ
る
人（
18
歳
未

満
の
人
も
含
む
）が
障
害
者
虐
待
防
止
法

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
身
体
障
害
者

　

主
に
手
や
足
、
目
、
耳
、
内
臓
機
能

な
ど
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
や
社

会
生
活
に
援
助
が
必
要
な
人
。

○
知
的
障
害
者

　

主
に
先
天
的
ま
た
出
生
の
時
な
ど
に

脳
が
障
害
を
受
け
て
知
的
な
発
達
が
遅

れ
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
援
助
が

必
要
な
人
。

○
精
神
障
害
者（
発
達
障
害
も
含
む
）

　

主
に
統
合
失
調
症
、う
つ
病
、自
閉
症

な
ど
病
気
や
脳
機
能
の
障
害
で
、日
常

生
活
や
社
会
生
活
に
援
助
が
必
要
な
人
。

○
そ
の
他

　

心
身
の
障
害
や
社
会
的
な
障
壁
に

よ
っ
て
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
が
困

難
で
援
助
が
必
要
な
人
。

※
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
て
い
な
い
場
合

も
含
ま
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
防
ご
う  

障
害
者
虐
待

〜
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
〜

こ
ん
な
こ
と
は
虐
待
に
な
り
ま
す
！

①身体的虐待
　障害者の身体に傷や痛みを
負わせる暴行を加えること。
また、正当な理由なく身動き
がとれない状態にすること。

（例えば）
○平手打ちにする　○殴る
○蹴る　○つねる
○縛り付ける　○閉じ込める
など

②性的虐待
　 障 害 者 に 無 理 や り（ ま た
同意と見せかけ）わいせつな
ことをしたり、させたりする
こと。

（例えば）
○性交　○性器への接触
○裸にする　○キスをする
○障害者にわいせつな話しを

する　など

③心理的虐待
　障害者を侮辱したり拒絶し
たりするような言葉や態度
で、精神的な苦痛を与える
こと。

（例えば）
○怒鳴る　○ののしる　
○悪口を言う
○仲間に入れない
○子どもあつかいする　など

④放棄・放任（ネグレクト）
　食事や入浴、洗濯、排せつなどの世話や介
助をほとんどせず、障害者の心身を衰弱させ
ること。

（例えば）
○十分な食事を与えない　
○不潔な住環境で生活させる　
○必要な医療や福祉サービスを受けさせない
など

⑤経済的虐待
　本人の同意なしに障害者の財産や年金、賃
金などを使うこと。また、障害者に理由なく
金銭を与えないこと。

（例えば）
○年金や賃金を渡さない　
○勝手に財産や預貯金を使う　
○日常生活に必要な金銭を与えない　
など

対
象
と
な
る
障
害
者
と
は
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○
虐
待
を
見
つ
け
た
ら
す
み
や
か
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い

　

障
害
者
が
家
族
、施
設
な
ど
の
職
員
、

会
社
の
事
業
主
な
ど
に
虐
待
さ
れ
て
い

る
の
に
気
づ
い
た
人
は
、
ひ
と
り
で
抱

え
込
ま
な
い
で
速
や
か
に
市
区
町
村
の

担
当
窓
口
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
虐

待
を
な
く
す
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
人

が
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地

域
ぐ
る
み
の
早
め
の
対
応
や
支
援
が
、

虐
待
さ
れ
て
い
る
障
害
者
だ
け
で
は
な

く
、
虐
待
し
て
い
る
家
族
な
ど
が
抱
え

る
問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
の
で

す
。

○
虐
待
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に

　

虐
待
を
し
て
い
る
人
に
そ
の
自
覚
が

な
か
っ
た
り
、
虐
待
さ
れ
て
い
て
も
障

害
者
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
さ
な
か
っ
た
り
す

る
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
虐

待
を
早
期
に
発
見
す
る
に
は
、
小
さ
な

サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。
地
域
の
住
民
や
家
族
会
、
障
害
福

祉
関
係
者
、
警
察
、
弁
護
士
、
医
療
機

関
な
ど
で
協
力
し
、
日
ご
ろ
か
ら
障
害

者
を
と
り
ま
く
環
境
に
注
意
深
く
見
守

る
こ
と
が
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

虐
待
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す

　

虐
待
を
発
見
し
た
人
か
ら
の
通
報
や
、

虐
待
を
受
け
た
障
害
者
本
人
か
ら
の
届
け

出
に
は
、
市
区
町
村
が
中
心
と
な
っ
て
対

応
し
ま
す
。
命
な
ど
に
か
か
わ
る
よ
う
な

緊
急
事
態
も
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
障
害
者

の
安
全
を
最
優
先
に
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、
障
害
者
を
支
援
し
な
が
ら
、
家
族
や

虐
待
す
る
側
の
支
援
体
制
も
整
え
て
い
き

ま
す
。

（
定
期
的
な
訪
問
や
調
査
な
ど
で
虐
待
の

再
発
を
防
ぎ
ま
す
）

○
通
報
や
届
け
出
を
し
た
人
の
情
報
は
守

ら
れ
ま
す

　

虐
待
の
通
報
を
し
た
人
や
届
け
出
を

し
た
人
を
特
定
す
る
情
報
は
慎
重
に
取

り
扱
わ
れ
、
市
区
町
村
の
職
員
に
は
守

秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

通
報
者
が
施
設
や
職
場
の
職
員
に
よ
る

場
合
、
通
報
を
理
由
に
解
雇
な
ど
を
す

る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
匿
名

に
よ
る
通
報
で
も
、
通
報
内
容
は
受
け

付
け
て
も
ら
え
ま
す
。

虐
待
の
通
報
・
届
け
出
か
ら

の
対
応

○
障
害
者
の
保
護（
養
護
者
と
の
分
離
）

　

障
害
者
の
命
に
関
わ
る
緊
急
事
態
に

は
、
安
全
確
保
の
た
め
に
障
害
者
を
施

設
な
ど
に
保
護
し
、
虐
待
し
た
家
族
な

ど
養
護
者
か
ら
一
時
的
に
引
き
離
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
状
況
に
応
じ
て
障
害
者

と
養
護
者
と
の
面
会
を
制
限
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

○
障
害
者
へ
の
支
援

　

障
害
者
を
養
護
者
か
ら
保
護
す
る
必

要
の
な
い
場
合
で
も
、
次
の
よ
う
な
支

援
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
出
来
る
よ
う

に
居
住
の
場
の
確
保
や
就
業
の
支
援

■
適
切
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
促
進
す
る
支
援

■
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
必
要
な
場

合
、
専
門
医
の
紹
介
な
ど
の
支
援

○
養
護
者
へ
の
支
援

　

障
害
者
虐
待
で
は
、虐
待
を
し
て
い
る

側
の
家
族
な
ど
養
護
者
に
も
支
援
が
必

要
な
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
介

護
疲
れ
や
障
害
へ
の
知
識
不
足
、家
族
間

の
人
間
関
係
、養
護
者
自
身
の
障
害
な

ど
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、虐
待
を

し
て
し
ま
う
養
護
者
を
含
む
家
族
全
体

を
地
域
ぐ
る
み
で
支
援
す
る
こ
と
が
根

本
的
な
虐
待
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
虐
待
さ
れ
る
人
」

「
虐
待
し
て
し
ま
う
人
」
の

両
方
を
救
う
た
め
に

　

虐
待
の
防
止
や
早
期
発
見
、
適
切
な
対

応
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
の

体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で

抱
え
込
ん
だ
り
、
放
置
し
た
り
せ
ず
、
地

域
社
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
虐
待
に
か

か
わ
る
問
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ん
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

■
相
談
窓
口

　

障
害
者
虐
待
に
関
す
る
相
談
は
24
時

間
・
３
６
５
日
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

■
家
庭
訪
問

　

虐
待
や
虐
待
の
お
そ
れ
の
あ
る
家
庭

へ
の
相
談
支
援
専
門
員
が
訪
問
し
て
支

援
を
し
ま
す
。

■
保
護
体
制

　

緊
急
な
保
護
が
必
要
な
と
き
に
障
害

者
を
受
け
入
れ
る
支
援
を
し
ま
す
。

■
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

虐
待
を
受
け
た
障
害
者
や
虐
待
を
し

た
家
族
な
ど
は
、
医
師
な
ど
に
よ
る
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

障
害
者
の
虐
待
に
か
か
わ
る
通
報
や
届
け

出
、支
援
な
ど
の
相
談
は「
椎
葉
村
障
害
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
」ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。勇

気
を
も
っ
て
、障
害
者
の
虐
待
を
な
く
す
た
め

に
、あ
な
た
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

福
祉
保
健
課（
す
こ
や
か
館
内
）

　
　

☎
０
９
８
２（
68
）７
５
１
２

　
　

無
料
☎　

７（
68
）７
５
１
２

虐
待
の
問
題
を
抱
え
込
ま
な

い
で
く
だ
さ
い

「
椎
葉
村
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！
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村のできごと

椎葉
晃充
村長の

９月の
動き

１
日　

綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　
　
　
　

登
録
記
念
式
典（
綾
町
）

３
日　

庁
議

　
　
　

消
防
部
長
会

　
　
　

観
光
協
会
理
事
会

４
日　

発
電
所
売
買
交
渉

　
　
　
　
（
福
岡
県
・
〜
５
日
）

６
日　

全
国
町
村
会
理
事
会（
東
京
都
）

８
日　

第
26
回
ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会

　
　
　
　
（
〜
９
日
）

９
日　

敬
老
会（
松
尾
）

10
日　

平
寿
園
敬
老
会

　
　
　

長
寿
祝
い（
椎
葉
チ
エ
カ
さ
ん
）

11
日　

９
月
村
議
会
定
例
会（
〜
18
日
）

13
日　

す
こ
や
か
祝
金
贈
呈（
下
福
良
）

15
日　

椎
葉
中
学
校
体
育
大
会

19
日　

町
村
会
正
副
会
長
会（
宮
崎
市
）

23
日　

松
尾
地
区
・
松
尾
中
学
校

　
　
　
　

合
同
体
育
大
会

24
日　

入
札

28
日　

九
州
・
沖
縄
防
衛
協
会
連
絡

　
　
　
　

協
議
会
宮
崎
大
会（
宮
崎
市
）

各
地
区
で
敬
老
会
を
開
催
！

　

９
月
17
日
は
敬
老
の
日
。

各
区
で
敬
老
会
を
開
催
。
台

風
の
影
響
で
中
止
に
な
っ
た

地
区
も
あ
り
ま
し
た
。

　

椎
葉
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
元
気
が
い
っ
ぱ

い
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
長

生
き
さ
れ
て
く
だ
さ
い
ね
。

100 歳以上の方（年齢は平成 25 年 4 月 1 日現在）

氏　名 性　別 年　齢 地　区　名

那須 チョウ 女 104 松　尾（畑鳥ノ巣）

椎葉 チエカ 女 103 尾　向（向山日添）

椎葉 玉枝　 女 103 松　尾（中ノ八重）

荒竹 イワ　 女 102 松　尾（岩屋戸中）

高松 アサエ 女 101 大河内（大藪）

尾前 マヨ　 女 101 尾　向（水無）

椎葉 ハツエ 女 101 大河内（本郷）

中瀬 良雄　 男 100 小　崎（狩底）

椎葉 スエ　 女 100 尾　向（向山日当下）

▲9月17日・上椎葉 ▲9月16日・栂尾 ▲9月16日・尾八重

　

不
土
野
小
下
の
河
川
敷
で
ウ
ナ
ギ
の
放
流
体

験
学
習
を
実
施
。
子
ど
も
た
ち
に
、
河
川
環
境

保
全
の
意
識
高
揚
を
図
ろ
う
と
椎
葉
村
漁
業
協

同
組
合
が
主
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
約
50
㎝
に
成
長
し
た
ウ
ナ
ギ
12

キ
ロ
を
放
流
。
初
め
て
ウ
ナ
ギ
に
触
れ
る
児
童

が
ほ
と
ん
ど
で
、
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
も
早
く

大
き
く
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て
放

流
し
て
い
ま
し
た
。

ウナギの放流体験
（８月３０日・不土野小）

　

９
月
10
日
に
１
０
３
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
た
椎
葉
チ
エ
カ
さ
ん
。
誕
生
日
の
お
祝
い
に

村
長
よ
り
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
さ
れ
て
く
だ

さ
い
ね
。

椎葉チエカさん（向山日添）

103歳の誕生日!!
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カメラ さんぽ

第26回 ひえつき節日本一大会
（９月８日・９日　開発センター）

シンガポールで海外研修 !
（８月21〜 26日・アジア友好の翼事業）

　村内の中学３年生が海外研修を行いまし
た。行き先はシンガポール。ホームステイ
先から現地の学校に通うなど、貴重な体験
をすることができました。
　１１月には、シンガポールの学生が来村
します。楽しみですね！

　椎葉に伝わる民謡「ひえつき節」を、２日間にわたって村内外から
２００人以上が出場し、自慢の歌声が競われました。

優勝者 右から

【正　調　の　部】鸙
ひばり

野
の

 あや さん（宮崎市）

【少 年 少 女 の 部】桑
くわ

原
はら

 一
いっ

平
ぺい

 さん（椎葉村）

【一般青壮年の部】加
か

藤
とう

 武
たけ

士
し

さん（鹿児島県）

【一般高寿年の部】渡
わたなべ

邉ハツ子 さん（大分県）

村
内
出
場
者
で
優
勝
は
13
年
ぶ
り

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
! !

桑く
わ

原は
ら 

一い
っ

平ぺ
い 

く
ん
（
上
椎
葉
）

少
年
少
女
の
部
で
優
勝
! !
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【問い合わせ先】
「椎葉平家まつり」実行委員会 事務局
☎０９８２−６７−３２０３
無料☎７６７−００３１（００３２）

開催間近! 村民みんなで平家まつ りを盛り上げましょう!!
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魚もみじ焼き
目にいいレシピ

★材料（２人分）
白身魚・・・・・・２切れ（120ｇ）
酒・・・・・・・・・・小さじ２（10ｇ）
塩・・・・・・・・・・小さじ１／６（0.8ｇ）
こしょう・・・・少々
人参・・・・・・・・１／３本（60ｇ）
マヨネーズ・・大さじ２弱（20ｇ）

★作り方
①人参はすりおろし、マヨネーズと混ぜてソースを作る。
②魚に酒をふりかけ、塩、こしょうする。
③アルミホイルで箱をつくり、その上に魚を置き①のソー

スを魚の表面にきれいに塗る。
④160℃〜 170℃のオーブンで10分くらい焼く。

　人参には、体内でビタミンＡになるβカロチンが、緑黄食野菜の中で群を抜いて豊富に含まれてい
ます。脂溶性ビタミンですのでマヨネーズを使うことによって、ビタミンＡの吸収率がアップします。

エネルギー：１５２kcal　たんぱく質：１２.１ｇ　脂質：９.２ｇ　塩分：０.７ｇ　ビタミンＡ：２４８μgRE

※ガス台の魚焼き器やトースターでも作れます。その場合は、
途中でホイルをして、焦げすぎないよう調節してください。

デスクワークの人は、時々遠くの山を見るなどしてね。
睡眠不足も目の健康には大敵ですよ！

食べ物で守る 目　　 の健康
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１０月１０日は目の
愛護デーです!

　食事のバランスが悪いと、疲れやすくなり、体の免疫力も落ちてしまいます。１０月１０
日は目の愛護デーです。疲れた目を回復し、目の健康を保っていくためにも、バランスのと
れた食事をこころがけましょう。

ビタミンA
「目のビタミン」ともいわれます。
薄暗いところでも見えるようにはたらいたり、乾燥
をふせぎます

卵 人参ほうれん草うなぎかぼちゃ

ビタミンC・E
血管や細胞を活性酸素の攻撃から守る「抗酸化ビタ
ミン」です。目の血管を強くします

ビタミンB1
炭水化物をエネルギーに変える大切な働き
をします。不足すると視神経に影響して目
が疲れやすくなります

ビタミンB2
「発育のビタミン」ともいわれます。欠乏
すると角膜が炎症をおこし、目の充血やゴ
ロゴロ感の原因になります

牛乳 納豆

EPE　DHA
見る力を保ちます

さば いわし

アントシアニン
目の疲れを回復します

ぶどう ブルーベリー

タウリン
視力を回復します

いか たこ

ピーマン ブロッコリーみかん

豚肉 うなぎ レバー



健 康 だ よ り №180
役場 福祉保健課
健康づくりグループ
☎６８−７５１０　無料☎７６８−７５１０

麻しんに関する正しい知識を身に付けましょう!
　宮崎県の平成２１〜２３年までの麻しん患者届出は毎年１人ずつでしたが、平成２４年はすでに８人（９月
２５日現在）となっています。県内での麻しん患者発生については、９月にニュースや新聞等でも話題になった
ので、記憶に新しいことでしょう。流行とまではいきませんが、患者が増えているのは事実です。

　麻しんに一度かかると終生免疫を獲得すると言われていますが、
　まずは正しい知識を持ち、必要な場合は、予防接種により免疫を
　つけておくことが有効です。

◎麻しんって何？
　麻しんは、せきやくしゃみで麻しんウイルスが空気中に飛び散り感染します。乳幼児がよくかかる病気で
すが、大人でもかかります。感染力が大変強く、日本では毎年たくさんの患者が発生し、年間５０人程の子
どもが亡くなっています。
　潜伏期間は１０〜１４日で、３８℃前後の熱が２〜４日間続き、せき、鼻水、目やにが出ます。熱は一度下がっ
た後再び３９〜４０℃以上の高熱が出て、同時に発疹が全身に広がります。二度目の発熱から４〜５日も経
つと熱は下がりますが、発疹のあとに茶褐色の色素沈着が残ります。また、気管支炎、中耳炎を引き起こす
こともあります。麻しんが重症化し、肺炎や脳炎を引き起こすと致死率が高くなる非常に怖い病気です。

◎麻しんの予防接種は？
　麻しんは有効な治療薬はなく、あらかじめ定められた期間に予防接種を受けることが大切です。現在は、麻
しん風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）により抗体を獲得することが一般的です。
　予防接種法に基づく定期予防接種の対象者は、無料で接種できます。平成２４年度の対象者は下記のとお
りです。下記の定期予防接種の対象でない場合は、任意接種（有料：約１万円）となります。

　第１期：１歳児
　第２期：小学校入学前
　第３期：中学１年生に相当する年齢の方
　第４期：高校３年生に相当する年齢の方

　※第３期および第４期については、平成２０年度〜
　　２４年度までの時限措置

◎麻しんにかかったかなと思ったら
　麻しんが疑われるような症状が出現した場合は、医療機関を受診する前に電話連絡を行い、受診の時間や
方法等を確認の上、受診するようにしてください。
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皆
さ
ん
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
ご
存
じ
で
す
か
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
よ
く
目
に
す
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
。
現
在
、
日
本
は
参
加
を
す
べ
き
か
否
か
を
審
議
し
て
い
ま
す
。
内

閣
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
２
〜
３
兆
円
の
経
済
効
果
が
あ
る
と
予
測
し
て
い
ま

す
。
逆
に
農
林
水
産
省
は
農
業
関
連
産
業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
８
兆
円
近
く
減
る
と

試
算
。
経
済
産
業
省
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
と
」
で
は
な
く
、
参
加
し
な

い
と
輸
出
産
業
に
10
兆
円
以
上
の
損
失
が
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
は
日
本
に
と
っ
て
よ
い
も
の
な
の
か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

考
え
て
み
よ
う
！

　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
こ
と

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
、
太
平
洋
連
携
協
定
の

略
で
、「
関
税
の
撤
廃
」
と
「
各
国
の

さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
や
仕
組
み
の
統

一
」
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

輸
出
や
輸
入
で
は
、
関
税
が
課
せ
ら

れ
ま
す
し
、
国
ご
と
に
異
な
る
品
質
検

査
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
や

投
資
な
ど
の
ル
ー
ル
も
、
各
国
の
事
情

に
応
じ
て
異
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う

し
た
も
の
を
全
て
取
り
払
い
、
国
境
を

越
え
て
物
が
自
由
に
行
き
来
で
き
る
よ

う
に
し
、
サ
ー
ビ
ス
、
食
品
安
全
性
や

医
療
、雇
用
、投
資
な
ど
に
関
す
る
ル
ー

ル
や
仕
組
み
を
統
一
し
よ
う
と
す
る
の

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
す
。

そ
も
そ
も

　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
っ
て
何
？

（
農
林
業
に
つ
い
て
）

　

椎
葉
村
の
基
幹
産
業
は
農
林
業
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
と
、
輸
入
関
税
を

撤
廃
す
る
こ
と
か
ら
、
低
価
格
の
外
国
産

の
農
林
水
産
物
の
輸
入
が
増
え
、
国
内
の

生
産
者
が
立
ち
行
か
な
く
な
り
、
国
産
の

農
林
水
産
物
の
生
産
量
が
激
減
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
で
も
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
約

40
％
。
そ
れ
が
13
％
に
低
下
す
る
と
農
林

水
産
省
は
試
算
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

国
産
の
食
べ
物
が
減
少
し
、
私
た
ち
が
必

要
と
す
る
量
の
87
％
を
外
国
に
頼
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

（
食
の
安
全
へ
の
影
響
）

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
と
、
食
品
の
安
全

検
査
方
法
な
ど
、
食
の
安
全
に
か
か
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
の
統
一
を
迫
ら
れ
、

外
国
に
あ
わ
せ
て
ル
ー
ル
を
緩
和
、
撤
廃

す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
、
食
の
安
全
の
分
野
で
は
、

「
ル
ー
ル
を
統
一
す
る
」
と
い
う
名
目
の

も
と
、
日
本
の
厳
し
い
残
留
農
薬
基
準
が

国
際
基
準
に
合
わ
せ
て
引
き
下
げ
ら
れ
た

り
、
日
本
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
ポ
ス
ト

ハ
ー
ベ
ス
ト（
収
穫
後
使
用
）農
薬
の
許
可

を
求
め
ら
れ
た
り
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食

品
の
輸
入
が
拡
大
し
た
り
す
る
な
ど
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
は
絶
対
反
対
だ
。
椎

葉
村
は
「
林
業
立
村
」
で
や
っ
て
き
た
が
、

１
９
６
４
年
に
木
材
輸
入
が
自
由
化
さ
れ
、
林

業
は
崩
壊
の
一
途
。
関
税
撤
廃
を
原
則
と
す
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
で
農
業
を
林
業
の
二
の
舞
に

し
て
は
な
ら
な
い
。

　

１
９
７
５
年
ご
ろ
に
は
１
立
方
㍍
３
万
円
を

超
え
て
い
た
木
材
価
格
は
、
今
７
０
０
０
円
を

切
っ
た
。
こ
こ
ま
で
下
が
る
と
、
も
う
一
町
村

で
は
手
の
打
ち
よ
う
が
な
い
。林
業
の
崩
壊
で
、

山
が
荒
れ
、
そ
れ
に
輪
を
か
け
る
よ
う
に
有
害

鳥
獣
が
増
え
て
い
る
。
特
に
、
鹿
は
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
に
増
え
、
山
に
食
べ
る
も
の
が
な
い
か
ら

全
部
、
里
に
下
り
て
く
る
。

　

ピ
ー
ク
時
に
は
１
万
数
千
人
い
た
村
の
人
口

衰
退
し
、
人
が
減
り
、
少
子
高
齢
化
で
共
同
作

業
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加

す
れ
ば
、
農
業
そ
の
も
の
が
林
業
と
同
じ
に
な

り
、
追
い
打
ち
に
な
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と
農
業
を
ど
う
し
て
両
立
で
き

る
か
。
政
府
は「
食
と
農
林
漁
業
の
再
生
の
た
め

の
基
本
方
針
」で
、経
営
規
模
を
中
山
間
地
域
で

10
〜
20
㌶
に
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
る
が
、全
く

農
村
の
実
態
を
踏
ま
え
て
い
な
い
。
規
模
拡
大

す
れ
ば
就
業
の
場
が
な
く
な
る
。
離
農
し
た
人

た
ち
を
ど
う
救
済
す
る
の
か
、極
め
て
疑
問
だ
。

　

政
府
は
、
遅
か
れ
早
か
れ
農
業
は
内
部
か
ら

崩
壊
す
る
と
言
う
が
、
そ
ん
な
馬
鹿
な
話
し
が

あ
る
か
。
林
業
で
飯
が
食
え
な
く
な
り
、
農
家

は
シ
イ
タ
ケ
や
畜
産
、
花
、
野
菜
な
ど
経
営
を

多
角
化
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。
村
も
「
か
て
〜

り
」
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
村
興
し
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、
そ
ん
な
努
力
に

冷
や
水
を
浴
び
せ
る
も
の
だ
。

平
成
24
年
８
月
17
日
発
刊
の
日
本
農
業
新
聞
掲

載
か
ら
抜
粋

は
今
、
３
０
０
０
人
。
一
方
、
鹿
は
大
体
１
万

頭
は
い
る
と
い
わ
れ
る
。
村
で
は
家
の
周
り
の

田
畑
に
網
や
電
気
柵
を
設
け
て
い
る
が
、
人
間

が
動
物
園
の
お
り
に
入
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

再
造
林
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
鹿
は
新
芽
を

か
じ
る
の
で
伸
び
な
い
。
成
長
し
た
木
の
皮
も

食
べ
る
。
み
な
水
源
地
を
守
る
義
務
感
と
誇
り

を
持
ち
な
が
ら
林
業
経
営
を
し
て
き
た
が
、
こ

の
ま
ま
で
は
植
林
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

自
由
化
は
、
中
山
間
地
域
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
。
日
本
の
景
観
や
民
俗
文
化
に
関
わ
る
重

大
な
問
題
だ
。
椎
葉
村
に
は
、
宮
崎
県
内
５
大

河
川
の
う
ち
耳
川
、
一
ツ
瀬
川
、
小
丸
川
の
三

つ
の
源
流
が
あ
る
。
だ
が
、
鹿
が
下
草
を
食
べ

て
し
ま
う
の
で
、
集
中
豪
雨
が
あ
る
と
、
雨
水

が
一
気
に
表
土
を
洗
い
、
川
が
赤
茶
色
に
濁
る
。

山
が
荒
れ
れ
ば
、川
が
荒
れ
、海
に
も
影
響
す
る
。

　

村
に
は
「
か
て
〜
り
」
と
呼
ば
れ
る
助
け
合

い
が
あ
る
。
昔
は
田
植
え
に
は
皆
で
加
勢
し
、

屋
根
の
葺
き
替
え
も
集
落
の
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
や
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
基
幹
産
業
の
林
業
が

椎葉村にもっとも身近な問題は？

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
つ
い
て
椎
葉
晃
充
村
長

が
日
本
農
業
新
聞
に
お
い
て
コ
メ
ン
ト

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
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▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期（
10
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
村（
県
）民
税
〕（
３
期
）

〔
国
民
健
康
保
険
税
〕（
５
期
）

■
納
期
限　
　
　

10
月
31
日（
水
）

■
口
座
振
替
日　

10
月
26
日（
金
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

滞
納
は
許
さ
な
い
！

　
「
督
促
状
」
が
届
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

村
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
「
督

促
状
」
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

督
促
状
の
発
行
日
か
ら
10
日
を
過
ぎ
る

　

・
観
閲
式

　

・
レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練
展
示

　

・
模
擬
戦
闘
訓
練

　

・
装
備
品
・
写
真
展
示

　

・
総
合
文
化
展
示

　

・
戦
車
、
軽
装
甲
機
動
車
体
験
試
乗

　

・
音
楽
演
奏
等　

・
仮
装
行
列

■
そ
の
他

　

駐
車
場
は
都
城
西
高
校
前
の
自
衛

隊
訓
練
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
駐

屯
地
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

陸
上
自
衛
隊
都
城
駐
屯
地
広
報
室

　

☎
０
９
８
６（
23
）３
９
４
４

10
月
は
土
地
月
間
で
す
！

　

国
土
利
用
法
で
は
、
一
定
面
積
以
上
の

土
地
売
買
な
ど
を
行
っ
た
場
合
、
土
地
の

権
利
取
得
者
は
、
契
約
日
か
ら
起
算
し
て

２
週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
山
林
法
で
は
、
売
買
契
約
の

ほ
か
、
相
続
、
贈
与
な
ど
に
よ
り
「
森
林
」

の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
、
取
得
し
た
面

積
に
か
か
わ
ら
ず
、
90
日
以
内
に
届
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

【
国
土
利
用
法
】
※
届
出
が
必
要
な
も
の

■
地
目　

地
目
に
か
か
わ
ら
ず

■
面
積　

　

１
万
㎡
以
上（
都
市
計
画
区
域
外
）

と
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

督
促
状
に
関
す
る
こ
と
は
、
督
促
状
に

記
載
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

都
城
駐
屯
地
開
設
61
周
年
・

第
43
普
通
科
連
隊
創
隊
50
周

年
記
念
行
事
の
開
催

　

こ
の
行
事
は
、
例
年
県
内
外
か
ら
約

６
千
人
の
市
民
に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
い

る
恒
例
行
事
で
、
今
年
は
第
43
普
通
科
連

隊
創
隊
50
周
年
の
節
目
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
前
夜
祭
】「
市
民
と
自
衛
隊
の
集
い
」

■
日
時　

10
月
27
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

■
場
所　

都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

■
主
な
実
施
内
容

　

・
第
８
音
楽
隊
の
演
奏

　

・
フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ
ル

　

・
隊
員
・
市
民
に
よ
る
演
芸

【
駐
屯
地
記
念
式
典
等
】

■
日
時　

10
月
28
日（
日
）

     　
　

 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　

陸
上
自
衛
隊
都
城
駐
屯
地

■
主
な
実
施
内
容

■
届
出
の
期
限

　

契
約
か
ら
２
週
間
以
内

【
森
林
法
】
※
届
出
が
必
要
な
も
の

■
地
目　

森
林

■
面
積　

面
積
に
か
か
わ
ら
ず

■
届
出
の
期
限

　

所
有
者
に
な
っ
て
か
ら
90
日
以
内

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
３

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
３
１

土
地
の
境
界
問
題
に
関
す
る

特
設
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

　

宮
崎
地
方
法
務
局
延
岡
支
局
で
は
、「
土

地
の
境
界
問
題
に
関
す
る
特
設
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

　

土
地
の
境
界
が
分
か
ら
な
い
、
土
地
の

境
界
に
つ
い
て
隣
人
と
認
識
が
相
違
す
る

な
ど
の
問
題
に
関
し
て
法
務
局
職
員
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

10
月
21
日（
日
）

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

■
場
所　

延
岡
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
地
方
法
務
局

　

☎
０
９
８
２（
33
）２
１
７
９
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村 鳥『ヤマドリ』

村内のうごき  ●９月１日現在
　男　　1,488人（−1）
　女　　1,498人（−1）
　計　　2,986人（−2）
世帯数　1,199戸（−1）
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み
ん
な
で
観
戦
に
行
こ
う
！

み
や
ざ
き
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
☆

リ
ー
グ

　

10
月
８
日
か
ら
、
宮
崎
県
内
11
球
場
で

開
催
さ
れ
る
「
み
や
ざ
き
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

☆
リ
ー
グ
」。
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
熱
戦
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

■
日
程

　

10
月
８
日
〜
10
月
29
日

■
試
合
数　

全
１
４
４
試
合

■
入
場
料　

無
料

■
試
合
日
程

　

詳
し
く
は
「
宮
崎
市
観
光
協
会
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
市
観
光
協
会

　

☎
０
９
８
５（
20
）８
６
５
８

宮
崎
県
Ｓ
Ａ
Ｐ
50
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
『
闘
え
! !
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
キ
ッ
チ
ン
』

　

県
内
各
地
の
Ｓ
Ａ
Ｐ（
青
年
農
業
者
）等

が
主
に
Ｓ
Ａ
Ｐ
や
地
域
で
生
産
し
た
自
慢

の
農
産
物
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理

バ
ト
ル
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
農
産
物
や
加
工
品
の
即
売
、

農
業
体
験
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
で「
農
業
」

を
体
験
し
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
皆
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
で
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
23
日（
金
・
祝
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
会
場　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ガ
イ
ヤ
・

リ
ゾ
ー
ト
内

松
泉
宮
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
入
口

■
問
い
合
わ
せ
先

宮
崎
県
庁 

地
域
農
業
推
進
課
内

宮
崎
県
Ｓ
Ａ
Ｐ
50
周
年
記
念
大
会
実
行

委
員
会

☎
０
９
８
５（
26
）７
１
２
６

▽
相　

談

お
気
軽
に
「
行
政
相
談
」
へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日　

11
月
13
日　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

９
時
か
ら
12
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

い
つ
も
身
近
な
相
談
相
手

「
行
政
書
士
無
料
相
談
会
」

　

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

10
月
17
日（
水
）

■
時
間　

13
時
〜
15
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
相
談
内
容

　

相
続
・
遺
言
に
関
す
る
こ
と

　

契
約
書
・
示
談
書
・
内
容
証
明
書

　

農
地
転
用
や
開
発
行
為
に
つ
い
て

　

そ
の
他
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類

※
電
話
で
の
相
談
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
斐 

正
春 

行
政
書
士

　

☎（
69
）３
２
０
０

　

那
須 

太 

行
政
書
士

　

☎（
67
）１
６
０
４

　

椎
葉 

博
保 

行
政
書
士

　

☎（
67
）３
５
２
５

▽
募　

集

自
衛
官「
学
生
」の
募
集

　

自
衛
官（
学
生
）を
募
集
し
ま
す
。
ご
不

明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
日
向
地
域

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
高
等
工
科
学
校
生
徒
】

■
資
格

  
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
者

■
入（
校
）隊

　

平
成
25
年
４
月
上
旬

○
推　

薦

■
受
付
期
間　

11
月
１
日
〜
12
月
７
日

■
試
験
期
日

　

１
月
12
日
〜
14
日
の
い
ず
れ
か
１
日

を
指
定

■
合
格
発
表　

１
月
18
日　

○
一　

般

■
受
付
期
間　

11
月
１
日
〜
１
月
７
日

■
試
験
期
日

　

・
１
次　

１
月
19
日

　

・
２
次　

２
月
２
日
〜
５
日

■
合
格
発
表

　

・
１
次　

１
月
28
日

　

・
最
終　

２
月
22
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
日
向
地
域
事
務
所

　

☎
０
９
８
２（
52
）６
９
１
４

椎
葉
平
家
ま
つ
り
展
示
作
品

高
齢
者
・
一
般
作
品
募
集
！

　

椎
葉
平
家
ま
つ
り
で
展
示
す
る
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　

10
月
26
日（
金
）

■
作
品
内
容　

何
で
も
結
構
で
す

■
搬
入
日　

11
月
７
日（
水
）９
時
〜
17
時

　
　
　
　
　

11
月
８
日（
木
）９
時
〜
12
時

　

※
搬
入
期
日
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。

■
搬
入
場
所　

す
こ
や
か
館

■
販
売　

展
示
品
の
販
売
希
望
の
方
は
、

申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎（
68
）７
５
１
２

　

無
料
☎
７（
68
）７
５
１
２
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『
新
築
の 

椎
葉
村
役
場
は　

屋
根
一
面 

太
陽
光
の 

発
電
設
備
』

目
を
通
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
８
月
13
日
付
け
宮
日
新
聞
で

西
米
良
村
の
人
が
記
さ
れ
た
短
歌
で
す
。

古
い
役
場
が
壊
さ
れ
る
時
は
、
熱
い
も
の
が
胸
に
こ
み
上
げ
ま
し
た
。
自
分
の

年
齢
の
せ
い
で
し
ょ
う
。

先
日
、
議
会
傍
聴
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
数
回
行
っ
て
い
る
の
に
こ
の
短
歌
を

思
い
出
し
、
あ
ら
た
め
て
役
場
の
内
外
を
見
直
す
自
分
で
し
た
。
そ
し
て
、
率

先
し
て
電
気
を
造
っ
て
い
る
頼
も
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
上
椎
葉
を
後
に
し
た
自

分
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

米
田
五
月 

様
（
松
尾
・
岩
屋
戸
上
）

○
椎
葉
村
役
場
の
庁
舎
を
村
外
の
方
が
短
歌
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
す

ね
。
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
教
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

旧
庁
舎
が
解
体
さ
れ
て
い
く
姿
は
、
私
も
寂
し
く
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
思
い
出
が
あ
る
建
物
だ
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

　

新
庁
舎
も
皆
さ
ん
の
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
建
物
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
、
職
員
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。（
梅
吉
）

広報しいばに届いた
お便りをご紹介します！

投稿

職
業
訓
練
生（
離
職
者
対
象
）

募
集
！

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡
で
は
、
次
の

と
お
り
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
再
就
職

に
向
け
て
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
ま
で
と
違
う
自
分
を
見
つ
け
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
訓
練
期
間

　

平
成
25
年
１
月
４
日
〜
６
月
28
日

   　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
ヶ
月
間
）

■
訓
練
科

テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科　

18
人

金
属
加
工
科　
　
　
　
　
　
　
　

18
人

福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科　
　
　

33
人

電
気
設
備
科　
　
　
　
　
　
　
　

15
人

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科　
　
　
　
　

18
人

■
募
集
期
間

　

10
月
12
日
〜
11
月
26
日

■
入
所
資
格

　

求
職
中
の
方

■
受
講
料

無
料（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
は
必
要

で
す
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
延
岡

　

☎
０
９
８
２（
37
）０
６
７
５

※
11
月
15
日
〜
16
日
の
施
設
見
学
会
に

も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

出
場
チ
ー
ム
募
集
！　
　
　

第
36
回
入
郷
地
区
男
女
別　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

入
郷
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
者
相
互
の
交
流
と
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
25
日（
日
）

　

開
会
式　
　

９
時
00
分

　

試
合
開
始　

９
時
30
分

■
会
場

　

美
郷
町
北
郷
区 

総
合
交
流
セ
ン
タ
ー

※
チ
ー
ム
数
に
よ
り
別
会
場
も
設
定
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
参
加
資
格

　

同
一
町
村
内
に
居
住
す
る
者
も
し
く

は
、
就
労
す
る
者
を
も
っ
て
編
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
。

■
チ
ー
ム
編
成

　

監
督
・
コ
ー
チ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
各

１
人
、選
手
12
人
の
15
人
以
内
と
す
る
。

■
競
技
規
則

　

２
０
１
２
年
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
９
人
制
競
技
規
則
に
よ
る
。

■
参
加
料

　

１
チ
ー
ム
２
，０
０
０
円
を
当
日
の

監
督
会
に
て
納
入
す
る
こ
と
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
郷
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

　

抜
屋（
美
郷
町
役
場
本
所
内
）

　

☎
０
９
８
２（
66
）３
６
０
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
８
２（
66
）３
１
３
７

Public Relations of  SHIIBA 19 2012（H24）10月号
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広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）



感想、要望などお書きください。
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BOOK  CORNER

戸
籍
だ
よ
り
（
８
月
届
出
分
）

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

尾
前 

和か
ず

仁ひ
と 

く
ん

（
若
宮
住
宅
）
義
文
・
裕
香 

さ
ん

　
　

椎
葉 

未み

知ち

大ひ
ろ 

く
ん

（
上
椎
葉
中
１
）
重
貴
・
睦
美 

さ
ん

　
　

椎
葉 

元も
と

哉や 

く
ん

（
向
山
日
添
）
祐
作
・
由
香 

さ
ん

　

甲
斐 
久
美
子 
様
（
小
河
内
）

（
故 

甲
斐 

義
春 

様
）

　

横
田 

久
美
子 

様
（
針
金
橋
）　

香
典
返
し

（
８
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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１
日　

集
合
学
習（
中
学
年
・
〜
２
日
）

３
日　

文
化
の
日

　
　
　

郷
土
芸
能
の
夕
べ（
博
物
館
）

６
日　

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
（
松
尾
小
学
校
）

９
日　

和
牛
登
録

　
　
　

椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
１
２

　
　
　
　
（
法
楽
祭
）

10
日　

椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
１
２

　
　
　

県
中
学
校
秋
季
大
会（
〜
12
日
）

11
日　

椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
１
２

13
日　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種（
三
混
）

　
　
　

秋
の
防
火
査
察

14
日　

子
牛
セ
リ
市（
〜
15
日
）

　
　
　

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

　
　
　

村
へ
き
地
教
育
研
究
大
会

17
日　

村
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

18
日　

県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

　
　
　

大
河
内
小
駅
伝
大
会

23
日　

勤
労
感
謝
の
日

26
日　

焼
畑
体
験
学
習
「
収
穫
祭
」

　
　
　
　
（
尾
向
小
）

27
日　

妊
婦
・
お
誕
生
日
相
談

　
　
　

乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

11
月
の
主
な
行
事

図書室だより
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　　☎67−2850
無料☎767−0081（0082）

　

少
女
マ
チ
ル
ダ
は
、
四
歳
で
有
名

な
文
学
作
品
を
も
読
み
こ
な
す
天
才

少
女
。
そ
ん
な
少
女
が
横
暴
で
高
圧

的
な
大
人
た
ち
を
相
手
に
頭
脳
で
立

ち
向
か
う
、
痛
快
仕
返
し
物
語
。

『
よ
み
き
か
せ 

お
は
な
し
絵
本
①

む
か
し
ば
な
し
・
名
作
20
』

【
成
美
堂
出
版
】

(

編･

著
）
千
葉 

幹
夫

『
マ
チ
ル
ダ
は
小
さ
な
大
天
才
』

【
評
論
社
】

（
著
）
ロ
ア
ル
ド
・
ダ
ー
ル

（
絵
）
ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
ブ
レ
イ
ク

（
訳
）
宮
下 

嶺
夫

　
「
よ
み
き
か
せ
お
は
な
し
絵
本
」は
、

日
本
の
昔
話
10
話
と
、世
界
中
の
人
々

に
愛
さ
れ
て
き
た
名
作
10
話
を
集
め

ま
し
た
。よ
み
き
か
せ
か
ら
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
一
人
読
み
が
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、自
分
を
表
現
す
る
力
や
人

の
心
を
理
解
す
る
力
が
つ
き
ま
す
。

一
般
寄
付
大
事
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す



秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
。
椎
葉
の
朝

晩
は
肌
寒
く
、
早
く
も
衣
替
え
が
必
要
で
す

▼
こ
れ
か
ら
椎
葉
は
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
！

村
民
体
育
大
会
、
平
家
ま
つ
り
、
夜
神
楽
。
あ
っ

と
い
う
間
に
年
越
し
し
そ
う
な
気
が
し
ま
す

▼
体
調
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
に
頑
張
ら
な
く
て

は
・
・
・（
梅
吉
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message

　

だ
ん
じ
り
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
太
鼓
の

音
や
乗
り
子
と
担
ぎ
手
の
威
勢
の
よ
い
は

や
し
言
葉
が
響
き
渡
る
、
勇
壮
な
お
祭
り

「
門
川
神
社
大
祭
」。
尾
末
・
下
納
屋
・
上

納
屋
の
３
基
の
だ
ん
じ
り
が
早
朝
か
ら
夜

に
か
け
て
尾
末
地
区
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

　

み
ど
こ
ろ
は
、
午
後
３
時
ご
ろ
に
門
川

漁
協
海
遊
物
産
館
「
う
み
す
ず
め
」
前
で

行
わ
れ
る
「
さ
し
く
ら
べ
」。
３
基
の
だ
ん

じ
り
を
高
く
持
ち
上
げ
、
勢
い
を
競
い
合

い
ま
す
。
ま
た
午
前
８
時
30
分
ご
ろ
と
午

後
５
時
ご
ろ
門
川
神
社
で
行
わ
れ
る
「
宮

め
ぐ
り
」
で
は
、
だ
ん
じ
り
を
地
面
に
つ

け
て
は
な
ら
ず
、
担
ぎ
手
は
心
を
一
つ
に

し
て
男
の
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
て
担
ぎ
ま
す
。

■
日
時　

11
月
18
日（
日
）

■
場
所　

門
川
町
尾
末
地
区
周
辺

門　

川　

町

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
に
行
こ
う
よ
！

　

椎
葉
村
に
伝
わ
る
平
家
の
末
裔
「
鶴

富
姫
」
と
源
氏
の
武
将
「
那
須
大
八
郎
」

の
悲
恋
物
語
を
謡
っ
た
民
謡
「
ひ
え
つ

き
節
」。
こ
の
唄
は
、
文
字
通
り
稗
を

搗
く
際
に
歌
わ
れ
た
労
作
唄
で
す
。
調

子
を
合
わ
せ
威
勢
よ
く
搗
き
、
歌
い
手

た
ち
は
そ
の
横
で
こ
の
唄
を
賑
や
か
に

歌
い
は
や
し
た
そ
う
で
す
。

　

今
で
は
全
国
で
愛
さ
れ
謡
わ
れ
て
い

て
、
今
回
も
た
く
さ
ん
の
方
に
出
場
い

た
だ
き
と
て
も
賑
わ
い
ま
し
た
。

『ひえつき節』

門
川
の
勇
壮
な
お
祭
り

『
門
川
尾
末
大
祭
』

■問い合わせ先
　門川町役場 産業振興課
　☎０９８２−６３−１１４０
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選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

山
里
の
流
れ
を
照
ら
す
蛍
か
な	

那
須　

瑞
穂

［
評
］
一
読
し
て
よ
く
解
る
句
。
そ
れ
で
い
て
雅
趣
が
あ
る
。
句
は
山
里（
椎
葉
村

だ
ろ
う
）の
、
某
日
、
作
者
の
帰
り
道
か
も
。
川
沿
い
の
道
を
歩
い
て
い
た

ら
日
暮
れ
に
な
っ
て
蛍
が
飛
ぶ
の
が
見
え
た
。
少
し
歩
け
ば
一
群
に
な
っ
た

よ
う
な
飛
び
方
。
作
者
は
近
来
に
な
い
蛍
を
見
た
感
動
を
、
句
帳
に
と
ど
め

た
の
で
あ
る
。
外
連
味
が
な
い
率
直
な
一
句
。

沢
音
に
添
い
て
芒
の
穂
は
哀
し	

山
本　

和
枝

［
評
］「
沢
音
」
が
あ
る
か
ら
第
一
句
と
似
て
い
る
点
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
ち
ら
は
山
中
か
ら
離
れ
て
、
左
右
に
田
園
が
広
が
っ
て
い
る
、
土
手
の
続

い
て
い
る
と
こ
ろ
の
芒
の
群
生
。
こ
の
句
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
哀
し
」
で
あ
る
。

秋
の
風
物
詩
で
あ
る
芒
を
哀
し
い
と
見
た
の
は
、
芒
の
花
が
花
ら
し
く
な
い

点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
芒
の
穂
が
風
に
吹
か
れ
る
風
情
も
悪
く
な

い
。
ユ
ニ
ー
ク
な
一
句
で
あ
る
。

煙
立
つ
畑
の
を
ち
こ
ち
秋
の
暮	

小
丸
川　

隆

［
評
］
今
月
は
特
選
三
句
と
も
秋
真
っ
直
中
の
句
に
な
っ
た
が
、
そ
の
意
味
で
は
隆

さ
ん
の
句
は
、
い
か
に
も
晩
秋
ら
し
い
。
こ
の
句
は
前
二
句
と
く
ら
べ
て
景

が
一
番
大
き
い
。「
を
ち
こ
ち
」
の
こ
と
ば
が
醸
す
雰
囲
気
が
作
品
を
上
品

に
し
て
い
る
。

《
佳
作
》

秋
晴
れ
や
山
頂
に
浮
く
雲
ま
ど
か

中
瀬　

汀

古
茣
蓙
を
下
に
構
へ
て
零
余
子
引
く

那
須　

正

救

援

の

野

営

訓

練

月

の

夜

黒
木　

八
重
子

天
高
し
ひ
え
つ
き
節
の
鈴
の
音

山
中　

勝

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）



　おつるちゃんは、９月１９〜２１日にかけて行われた、九州中央
山地推進協議会圏域合同福岡キャンペーンに出かけてきました。西
鉄博多駅構内では、大河内神楽や西米良村に伝わる民話の語り部、五木の子守歌などの郷土芸能が披露
され、福岡市役所横の広場では、各市町村から持ち寄られた山の幸が並び、普段買えない品々を買い求
めるお客様で賑わいました。
　これからもたくさんの人に九州山地の魅力が広まってくれると
いいなと思うおつるちゃんでした。

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！ 7
九州中央山地観光推進協議会は九州
中央山地圏域の魅力を広く発信する
ために椎葉村、西米良村、水上村、
五木村、湯前町、多良木町、八代市
で構成されている協議会だよ。今年
は、九州中央山地が国定公園に指定
されて３０周年の記念の年なんだ。

福岡キャンペーンでＰＲ！の巻

▲３人揃ってはい、ポーズ！▲大河内神楽公演中！▲物産市の様子

■発行／椎葉村役場　☎ 0982-67-3111 　〒 883-1601 宮崎県東臼杵郡椎葉村大字下福良 1762 番地 1　
■編集／総　務　課　☎ 0982-67-3201・ＦＡＸ 0982-67-2825
■印刷／㈲ソーゴーグラフィックス

椎葉村ホームページ　http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
椎葉村メールアドレス　shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp
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　サルノコシカケ科の食用菌で、暖温帯から温帯北部
にかけて分布しています。ナラ類やカシ類などのブ
ナ科広葉樹の大木の根元に発生します。マイタケは
香りや味、食感に優れていて、鍋料理や天ぷらなどに
利用されています。名前の由来は、天然のマイタケを
発見した人々がその喜びのあまり舞いあがったから
という説などがあるようです。本種は大きいものにな
ると、直径50㎝以上、重さは５㎏以上になります。た
だ、野生に自生しているものは少なく、めったに出会
えないキノコです。しかし、近年は菌床栽培されたも
のが通年、流通しています。この栽培方法は短期間で
収穫できる代わりに味は天然物に比べてやや劣りま
す。また、マイタケはシイタケのように原木栽培する
ことができます。原木栽培では、収穫時期が秋の短い
期間に限られている代わりに天然物に近い味がしま
す。椎葉村ではマイタケの原木栽培が行われており、
９月中旬から10月初旬まで収穫されているようです。

（九州大学演習林　長　慶一郎・菱　拓雄）

マイタケ
20椎葉の生き物

　たくましい！ おうきくん☆ もうすぐお兄
ちゃんになるね。弟かな？ 妹かな？ 楽しみだ
ね！早く会いたいね♡

藤
田 

凰お
う

希き 

く
ん

上
椎
葉
（
若
宮
住
宅
）

お
と
う
さ
ん
：
聖
夜 

さ
ん

お
か
あ
さ
ん
：
南 

さ
ん

平成２２年３月２日生まれ

未来にはばたけ！

ゆるキャラグランプリ 2012

投票受付中 !!
　今年は椎葉村の『おつるちゃん』もエントリー
しています。インターネットからでも携帯電話か
らでも投票することができます。

 http://www.yurugp.jp

ゆるキャラグランプリ

皆さまの投票を
よろしくお願い
します♡


